
音更町地域公共交通活性化協議会 平成２８年３月２日設置

音更町

地図

○地域公共交通の課題
・町内を運行するコミュニティバスの効率的かつ利用者ニーズに即した見直し
・農村部における生活交通の支援を目的とした新たな公共交通の導入
・町民の意識変容を促すバス交通に関する情報提供の強化
・広域的な生活移動を支援する地域間幹線系統の確保

○計画推進事業の主な内容

・バスマップの作成

○地域公共交通の現況
・十勝バス（株）（町内4路線）
・北海道拓殖バス（株）（町内5路線）
・音更町コミュニティバス（1路線）

音更町は、十勝平野のほぼ中央に位置し、十勝管内の中核都市である帯広市の北側に隣接している。人口は、帯広市に隣接する恵まれた立地条件を背景とす
る宅地開発などにより増加を続けたが、平成22年12月の45,707人をピークに減少傾向にあり、平成30年12月末現在で44,660人となっている。
音更町の公共交通は、民間バス事業者による路線バス及び町によるコミュニティバスが運行されているが、利用者の確保が課題となっている。また、町が負担す
るバス交通維持に係る経費は、燃料費の高騰などにより増加傾向にある。
さらに、散居形態となっている農村部においては、広く公共交通空白地域が存在しており、町民の生活交通の支援として、利便性が高く持続可能な新たな公共交
通の導入が課題である。
そこで、町内の公共交通に関するこれらの課題を解決するため、町にとって望ましい公共交通の姿を明らかにした「音更町地域公共交通網形成計画」を平成29
年6月に策定し、この計画に基づき事業を実施する。

概 要

○地域公共交通活性化協議会開催状況
・第１回協議会を開催（平成３０年５月２３日）
（予約制乗合タクシー実証運行（夏期）の実施、バスマップの作成 など）
・第２回協議会を開催（平成３０年１１月２２日）
（予約制乗合タクシー実証運行（冬期）の実施、バスマップ（案） など）
・第３回協議会を開催（書面よる開催）
（バスマップの決定、事業評価 など）

路線 路線名 事業者

音更線

十勝川温泉線

上士幌線

ぬかびら線

緑陽台・雄飛が丘団地線

音更・駒場線

中鈴蘭線

新得・鹿追・然別湖線

上士幌・音上線

コミュニティバス　しらかば号 十勝バス

コミュニティバス　すずらん号 拓殖バス

十勝バス

拓殖バス



平成○○年○月○○日設置
音更町地域公共交通活性化協議会 計画推進事業の取組状況

●計画推進事業の今後の改善点

●計画推進事業の結果概要 ●計画推進事業実施の適切性

・バスマップについては、今後とも利用者や配布先の声を反映させ、利用者目線に立ったわかりやすい情報提供となっているか
などの継続した評価・検証が必要である。

・地域公共交通の改善に向けた取組は、一過性のものではなく、継続的な実施が求められることから、地域が実施した事業の内
容を振り返って、目標の達成状況などを評価・分析し、次の取組に反映していくという継続的な取組が重要であると考える。

●地方運輸局における二次評価結果

町内バス交通の利用促進策を展開するため、バスマップの作成を実施。
・町内を運行するバス路線（都市間バス、空港バス含む）を 集約したバ
スマップを作成。
・マップには主要乗継ポイントや、バスの乗り方に関する説明等を記載。
・マップを町ホームページに掲載するとともに、公共施設等に設置し周
知する予定。

計画通り事業は適切に実施された。

バス路線に変更等があった場合は、適宜修正をしつつ、最新の情報を町民等に提供する。


